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今さら聞けない資機材の使い方

１　はじめに

　日立市の紹介をしたいと思います。日立市は、茨城県の
北東部に位置し、東側は太平洋に面し、西は常陸太田市、
南は那珂郡東海村に、北は高萩市の２市１村に接していま
す。市域は東西17.9km、南北25.9km、総面積は225.74k㎡、
首都東京から150kmの距離にあります（図１）。
　「日立」という名の由来は、「水戸黄門」として人々に
広く知られている、水戸藩二代藩主・徳川光圀公が当時の
日立地方を訪れ、海から昇る朝日の美しさに「日の立ち昇
るところ領内一」（写真１）とたたえたという故事に由来
すると言われています。
　日立市は、西は阿武隈山系に連なり、東は起伏に富んだ
太平洋の海岸線を望む、豊かな自然環境と穏やかな気候に
恵まれた「四季折々の美しい自然を満喫できるまち」（写

真２、写真３）です。また、明治時代から、鉱業、電気機
械産業を中心とする近代産業が発達し、日本有数の工業都
市として成長してきた「ものづくりのまち」でもあり、自
然と産業が調和した様々な魅力に満ちあふれています。

２　マット型空気ジャッキについて　
⑴　概　要

　マット型空気ジャッキは、圧縮空気を利用し特殊ゴム製
のマット（袋）を膨張させることにより、持ち上げる、拡
げる、押すなどの作業が簡単に出来る救助器具であり、最

少間隔が25mmあれば使用できます。
　この救助器具をより有効に活用するためには、諸元性能
を理解しておくことが重要です。

⑵　特　徴

　マットは、ネオプレン（クロロプレンゴムを主成分とす
るゴムの商品名）という層の間に、ケブラー（芳香族ポリ
アミド系樹脂の商品名）という強力な繊維のネットを挟み
込んで構成されています。このことから、ネオプレンの耐
熱・耐寒性能により使用条件が決まります。
　ネオプレンの使用可能温度は、－40℃～ 105℃であり、
短時間の場合－60℃～ 105℃、長時間の場合－25℃～ 65℃
の範囲で使用できると言われています。そのため、自動車
のエンジン等に接触する場合は、間に厚いゴム・板等の当

〔第５８回〕マット型空気ジャッキ（Vetter 社製）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡邉 夏樹

（日立市消防本部
臨港消防署 水難救助隊員）

写真３　十王パノラマ公園写真１　ＪＲ東日本日立駅から日の出を撮影 写真２　伊師浜海水浴場

図１　日立市の位置
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て物でマットの保護をしながら使用します。また、鋭利な
対象物の場合も同様です。

⑶　各名称

３　操作手順

①マット：31ｔ（写真４）

②マット：24ｔ

③ＢＶホース

　赤色と黄色のホースがあり、それぞれ５ｍと10ｍのもの
があります。
④減圧器

　15MPa ～ 30MPaのボンベに対応し、圧縮空気を安全に
減圧します。
⑤調整器

　マットへの送気、排気を行います。

３　操作手順

⑴　空気ボンベと減圧器を接続します（写真６）。
　その際しっかりと締め付けないと空気が漏れてしまう
ので注意が必要です。
　その後、圧力設定ハンドルが緩んでいること（反時計
回りに回す）、放出バルブが閉められていることを確認
します。

⑵　調整器と減圧器を接続（写真７）し、その後調整器と
マットをＢＶホースで接続します（写真８）。その際、
クイックカップリングを「カチッ」と音がするまで確実
に行ってください。

※メーカーによっては、0.7MPa、1.0MPaのものもあります。

写真４　マット（① 31ｔ、② 24ｔ）

① ②

写真５　③ ＢＶホース、④ 減圧器、⑤ 調整器

③

⑤

④

ＫＶ31 ＫＶ24

　最大揚力（ｔ） 31.4　 24　　

　縦寸法（cm） 65　　 52　　

　横寸法（cm） 69　　 62　　

　厚み（mm） 25　　 25　　

　最大揚程（cm） 37　　 30.6　

　最大使用圧力（MPa） 0.8　 0.8　

　必要な空気量（ℓ） 517.5　 296.1　

　試験圧力（MPa） 1.4　 1.4　
　質量（kg） 10.1　 7.2　

諸 元・ 性 能

写真６　空気ボンベと減圧器を接続する

圧力設定ハンドル

放出バルブ
接続部分→

写真８　調整器とマットをＢＶホースで接続する

【調整器から
マットへ】

接続部分

写真７　調整器と減圧器を接続する

調整器

接続部分
【減圧器から調整器へ】
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⑸　マットに送気しすぎると、マットの中心があがりす
ぎ、マットの接地面が曲面になってしまうため、対象物
が動いたりマットがはじき出されることがあります。そ
のため、マット１枚で足りない時などは、当て木を使用
するかマットを２枚重ねて使う等それぞれ方法がありま
す。
　今回は、車両を対象物と見立てて使用してみました。
マットにしっかりと力が働くように、地面の強度・水平
を保つように注意しながら、下に当て木を使用し送気し
ました（写真12）。
　その際に、対象物の強度があるところに、マットの中
心が接地するようにします。また、対象物が弱い材質の
時、対象物が割れたり、変形することがあるため注意し
ます。

⑹　マットを重ねて使用する場合は、２枚までとし、下に
なるマットが大きくなるように使用します。送気する場
合は下のマットから送気していきます（写真13）。その
際に対象物が安定していることを確認し、徐々に送気す
るようにします。
　マットで持ち上げたら、当て木で補強し、当て木を
するまでは対象物の下には潜らないようにします（写真

14）。

⑶　次に、そく止弁を全開にします。（最初の一回りはゆ
っくり開放）減圧器の低圧ゲージが空気ボンベの残圧と
なります。その後、圧力設定ハンドルを時計回りに回
し、減圧器の高圧ゲージの指針が0.8MPaになるように
調整します（写真９）。

　　放出バルブを徐々に開放し、調整器へと送気します。

⑷　調整器のつまみを手前に倒すとマットにエアーが送
気されます（写真10）（つまみを奥に倒すと排気されま
す）全体の状況を把握しながらゆっくり送気します（写

真11）。

写真９　そく止弁を全開にし、高圧ゲージの指針が0.8MPa に
　　　　なるように調整する

低圧ゲージ 高圧ゲージ

写真10　調整器のつまみを手前に倒すとマットにエアーが送
　　　　気される

調整器からマットへ

写真11　全体の状況を把握しながらゆっくり送気する

写真12　当て木を利用し送気する

写真13　マットを重ねてる場合は下になるマットが
大きくなるように使用し、下のマットから送気する

減圧器から
調整器へ
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にします。有事の際に最大限の効果が得られるよう正し
く使用するとともに、事故を起こさないように注意して
使いましょう。

次回は｢血圧測定について｣ の予定です。
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５　まとめ　

　以上でマット型空気ジャッキについての説明を終わり

写真14　当て木をするまでは下に潜らないこと
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